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研究成果の概要（和文）：本研究は認知症をターゲットにした前向きコホート研究である。平成25年度に、一般
住民1,690名を対象に住民コホートを立ち上げた。その結果、軽度認知症（MCI）の有病率は、全体で4.5％（男
性 5.1％、女性 4.2％）であり、年齢と有意な相関を示した。また、VSRADによる萎縮度と、MMSeスコアとの関
連を検討したところ、男性では関連傾向を認めるのみであったが（p=0.0951）、女性では有意な関連が見られ
（p=0.0027）、VSRADによる萎縮度測定が、特に女性において認知症の予測指標となり得ることが示唆された。
さらに、すでに追跡調査は完了した。

研究成果の概要（英文）：In this cohort study for cognitive impairment, 1690 subjects were enrolled.
　Prevalence　of　mild　cogitive　impairment　(MCI)　was　4.5%　(5.1%　and　4.2%　in　men　and　
women,　respectively), and was significantly assoiated with age. Brain atrophy measured by VSRAD was
 signifiantly associated with MMSe score in women (p=0.0027). In addition, the follow-up stuy has 
been alreadly completed. 

研究分野：整形外科
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１．研究開始当初の背景 
急速な高齢化の進行により、認知症は重大
な社会問題となっており、認知症に対する
研究面での充実・強化が必要であるとの提
言がされている。実際、認知症は要介護状
態になる原因の第 2位の疾患であり（平成
22 年度厚生労働省国民生活基礎調査介護
票）、介護予防の観点からも早急な予防、早
期診断における課題の解決に向けた具体的
な施策の確立に対する取り組みが求められ
ている。 
２．研究の目的 
本研究は認知症をターゲットにした前向き
コホート研究である。われわれは、平成 25
年度に認知症をターゲットにした地域代表
性を有した住民コホート（1,690 人）をすで
に立ち上げており、認知機能やうつ状態の調
査は完了している。本研究では、平成 26 年
度に、上記コホートの第一回追跡調査を行い、
認知症の発生率を明らかにするとともに、認
知症の ADL、QOL、要介護度への影響につ
いても解明する。さらに、生活歴、環境因子
を含んだ詳細な問診調査のデータをもとに、
危険因子、防御因子の同定を行うとともに、
認知症の予測判定指標を作成する。さらに、
平成 27 年度に同コホートの第二回追跡調査
を行うことにより、予測判定指標の検証・確
立を行うとともに、データに基づいた認知症
の効果的な予防法を提言する。 
３．研究の方法 
平成 25 年度に、和歌山県の一般住民におい
て、研究への同意が得られたものを参加者と
して登録し、1,690 名を対象に住民コホート
を立ち上げた。本コホートは、住民票よりラ
ンダムに抽出した 40 歳以上の高齢男女を対
象に行われていた住民検診の対象者に同意
を得て、認知症疫学調査へと拡大させたもの
であり、地域代表性は確立されている。ベー
スライン調査項目は、全例に対して脳 MRI を
撮像するとともに、Mini Mental State 
examination (MMSe)、長谷川式簡易知能評価
スケールを含む認知機能、老年期うつ病評価
尺度(GDS)を含むうつ状態のほか、生活歴・
ADL・QOL（SF-8, EQ-5D, WOMAC など）・既往
歴・職業歴などを含めた 200 項目以上にわた
る問診調査、歩行速度、片足立ち時間、椅子
立ち上がり時間を含む運動機能調査、血液検
査（血算、腎機能、肝機能、糖・脂質・尿酸
代謝、炎症マーカー等）、尿検査（潜血、糖、
蛋白検査等）である。上述したデータを用い
ることにより、一般住民における認知症の有
病率を明らかにするとともに、脳 MRI 所見、
特にVSRADを用いた海馬傍回の体積の萎縮度
を解析し(図１）、認知症との関連を明らかに
する。さらに、同コホートの追跡調査を行っ
た。 
４．研究成果 
上述したデータを用いることにより、一般住
民における認知症の有病率を明らかにする
とともに、脳 MRI 所見、特に VSRAD を用いた

海馬傍回の体積の萎縮度を解析し、認知症と
の関連を明らかにした。その結果、MMSe が
24 点未満を軽度認知症（Mild cognitive 
impairment: MCI）と定義した場合の有病率
は、全体で 4.5％（男性 5.1％、女性 4.2％）
であった。MCI の有病率は、年齢と有意な相
関を示しており、80 歳代では全体で 17.1％
（男性 16.7％、女性 17.3％）と高い有病率
を示していた。次に、重大な運動器疾患の一
つである変形性膝関節症（膝 OA）との関連を
検討したところ、追跡調査時に膝 OA が発生
した対象者は、発生しなかった対象より、ベ
ースライン調査におけるMCIの有病率が有意
に高く、年齢、性別、BMI、地域にて補正し
た多重ロジスティック回帰分析を用いたと
ころ、MCI は膝 OA の有意なリスクファクター
であった（オッズ比 4.59、95%信頼区間 
1.18-17.7）。また、VSRAD による萎縮度と、
MMSe スコアとの関連を検討したところ、男性
では MCI の有病者数が少ないこともあり、関
連傾向を認めるのみであったが（p=0.0951）、
女性では有意な関連が見られ（p=0.0027）、
VSRAD による萎縮度測定が、特に女性におい
て認知症の予測指標となり得ることが示唆
された。 
さらに、すでに追跡調査は完了した。 
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